









技 術 ノー ト
He移送管の製作 に関す るコメン ト
基礎工学部 天 谷 喜 一(豊 中4678)
No.34(1981年4月)で 「簡易型液体ヘ リウム移送管の製 作…」 につい て書 いた。結論か ら先に
述べ ると,そ の製 作手順通 りに作った移送管は旨 く働かない。我 々の試 作品はther阻a■OSGi■ ■一
a七ionによると思われる トラブルによ り甚だ不安定 であ った・原因 は,製 作手順① の内容 の 「継 ぎ」
にあった。即ち,全 く同 じ長さ(各1.75霞1)のステ ンレス管2本 を図1の よ うに 「内継 ぎ」 をす ると,
継 ぎ目を節 とする様な共振が極めて起 りやす いと,(今 では)考 え られ るのであるが,実 際そ うであ6
た らしく,い ず れか片側の管を10c皿 ばか り短か く切 って非対称性 を与えた結果,移 送 は極 めて快調
となった。
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実 は,No.34の 記事 を書 い ていた当時,記 事の手 順通 りに作った(対 称型)"NEW沁 移送管は,
その原型である殆 んど同寸の(非 対称型)"0:LDゐ}移送管が極めて順調であるのに対 し,ト ラブル続
きなのであった。そ の時点 では,ベ ローズや バルブ等の真空 もれ(実 際 に見つかった)に よる もの と
考えていた。 しかるに,そ の後半 年間,徹 底 した もれ探 しや分解点検 をくり返 したに もかかわ らず,
ther皿a,■osoiユationが 起 きやすい,或 いは強いosei■■ationが 感じ られないのに移
送 中急にロスがふえ る,(も れ もないのに)移 送管(外 管)が つ めたい'…"等 々苦情があいついだの
である。折 し も快調の"OLガ も酷使 により凸凹が目立ち始め 「移送出来 ているのが不思議」 と製 作
者 自らも認め る状態 にあ って,急拠 スペアーを準備すべ く必要 にも迫 られて きた。事,こ こに至 つて,
筆者は"NEW}}の トラブルの結着 をつけ るべ く最後の(つ もりで)点 検 一 といって も"OLD'ユ と
結局 どこが違 うか 一 を行ったのである。その結果が,前 述 の処置 となつたのである。 「継ぎ目なし」
又は図2の 様な 「外継 ぎ」 をやれば トラブルは起 きないのか も知れないがまだ試みてはいない。 とりあ
えず"記 事通 ザ に試作された方には,(多 分同様の支障があったのではないか と思われるので),こ
の一文を もって澄わびをかねた改訂版に かえさせて頂 く次第です。
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